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大学講義をアクティブ・ラーニング（AL）型に変革することが求められる中 1），初年次向け

物理講義について，日本には実践事例報告は多いが教科書の例はまだ十分にない。本研究では

AL型物理講義を実践・模索し続けている７大学の研究者 10名がチームを形成し，教科書の開発

に挑んだ。ページ数制限のある教科書を通して日本の学生に ALを促すには，どのような手法が

有効か。本講演では，この 1年半，チームで議論を重ねてきた工夫について紹介する。 

大学初年次用物理教科書執筆にあたり，次の 3点を基本とした。 

①本書を通して，学生が物理的な自然現象について，そのメカニズムを能動的に捉え，抽象化・

一般化を行い概念構築するのを促すこと 

②本書を通して，指導教員が AL型の講義を実践する手引きを提供すること 

③従来の教科書で扱われている内容と水準について，軽重はつけるが，維持すること 

研究メンバーの多くは，AL型講義を実践している研究者であるが，米国で開発された手法を

アレンジして教室で実践することと，紙面内に文章と図で表現することとは大きく異なるため，

執筆に関して大きな疑問が生じた。そこで，毎月のミーティングを通して，どのような問題や

手法が有効かを議論した。①の概念構築を促すにあたって重視したのは，学生の誤概念の同定２）

や実験動画の作成である。②に関しては，オンラインの指導者用手引きの作成を行う。効果検

証についても，執筆できた個所から実践を行い，進める予定である。完成までにはまだ時間を

要するが，本書によって AL型物理講義が広まることを期待している。 
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